
１　学習の到達目標

２　学習の計画

・基本の振り返りをしながら，古典に用いられてい
る語句の意味や用法を理解し，古典を読むために
必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き
語彙を豊かにする。
・歌が詠みだされるための展開を理解しながら，
古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展
開の仕方について理解を深める。
・内容読解を基に，文章の種類を踏まえて，構成
や展開などを的確に捉える。
・歌物語の読解を通じて，古典の文の成分の順序
や照応，文章の構成や展開の仕方について理解
を深める。

論文（曹丕）
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『大和物語』
姨捨

『大鏡』
花山院の出家

第２章　主張と文体
文章の種類を踏まえ
て，構成や展開の違い
を理解する

『伊勢物語』
初冠，狩りの使ひ

第２章　歌に思いを託す
歌物語の表現の特徴を
理解し，物語を解釈す
る

評価材料

第６章　歴史を紡ぐ
物語の解釈を踏まえ
て，自分なりの考えを深
める

第４章　言動の真意
背景や状況を踏まえ，
登場人物の言動の真意
を理解する

『大鏡』
肝試し

刎頸之交（司馬遷）

期末考査
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・主張を読み取りながら，古典の作品や文章の種
類とその特徴について理解を深める。
・主張を的確に捉えながら，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，自然などに対する自分の考え
を広げたり深めたりする。

・思想を学ぶため，先人のものの見方，感じ方，
考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考
え方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深める。
・論語との比較を通して，作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを
読み，その内容の解釈を深め，作品の価値につ
いて考察する。
・性善説の思想と比較しながら，必要に応じて書
き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈する
とともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価する。
・思想の系譜を学び，古典などを読むことを通し
て，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中
国など外国の文化との関係について理解を深め
る。

4

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。
（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝
え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

令和８年度　国語科「古典探究」シラバス　

単位数 ４単位 学科・学年・学級 ３学年３～８組

教科書
「古典探究　古文編」（筑摩書房）
「古典探究　漢文編」（筑摩書房）

副教材等

「完全マスター古典文法」（第一学習社）
「必携新明説漢文」（尚文出版）「古典単語
330」（いいずな書店）「グランステップ古典
３」（尚文出版）、「完成文学史ノート」（啓隆
社）「読んで、見て、聞いて覚える古文攻略
マストアイテム76」（桐原書店）

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査
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中間考査

人無有不善（孟子）第７章　読み継がれる
思想
普遍的な人間性を語る
論法に触れ，自らの考
えを広げる

・既習事項の復習を基に，古典を読むために
必要な文語のきまりや訓読のきまりについて
理解を深める。
・事実との比較を通して，文章の種類を踏ま
えて，古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。

・エピソードを踏まえ，古典の文の成分の順序や
照応，文章の構成や展開の仕方について理解を
深める。
・登場人物の人となりを把握し，古典の作品や文
章などに表れているものの見方，感じ方，考え方
を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりする。

・史記の成立した背景を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の
価値について考察する。
・歴史書の構成や展開などを的確に捉える。

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

第７章　歴史を語る
歴史的な事実と比較し
ながら，物語を解釈する

【一学期】
・古典に用いられている
語句の意味や用法を理
解し，古典を読むため
に必要な語句の量を増
すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにす
る。
・古典の文の成分の順
序や照応，文章の構成
や展開の仕方について
理解を深める。
・古典を読むために必
要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理
解を深める。
・文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを
的確に捉える。
・作品の成立した背景
や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典
などを読み，その内容
の解釈を深め，作品の
価値について考察す
る。



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

授業内考査①

9

・古体詩の構成や展開などを的確に捉える。
・古体詩の特徴について理解を深める。

・文学を論じる古典を通して，古典の作品や文章
の種類とその特徴について理解を深める。
・内容理解のため，文章の種類を踏まえて，構成
や展開などを的確に捉える。

・本文の趣旨を的確に捉えながら，時間の経
過による言葉の変化や，古典が現代の言葉
の成り立ちにもたらした影響について理解を
深める。

演習問題

授業内考査②

演習問題プリント

授業内考査

授業内考査

第４章　自己を語る
自分を語る表現を探究
する

第３章　韻文の表現
景情一致の技法を理解
する

第３章　韻文の伝統
作者の意図を踏まえ
て，作品を朗読する

第５章　文学を論じる
文章の構成や展開に注
意し，作者の考えを理
解する

第９章　本質を探る
論理展開を押さえて読
解し，自分の考えを広
げる

『玉勝間』

独坐敬亭山（李白）

飲酒其五（陶淵明），
漁翁（柳宗元）

『俊頼髄脳』

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

・主要な人物について，関心をもった事柄に
関連する様々な古典の作品や文章などを基
に，自分のものの見方，感じ方，考え方を深
める。
・作品の文学的価値を学び，古典の作品や
文章を多面的・多角的な視点から評価するこ
とを通して，我が国の言語文化について自分
の考えを広げたり深めたりする。
・長恨歌の知識を踏まえて，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の
文化との関係について理解を深める。
・作品の文学的価値を理解し，作品の成立し
た背景や他の作品などとの関係を踏まえな
がら古典などを読み，その内容の解釈を深
め，作品の価値について考察する。
・読み継がれる古典について，古典の作品
や文章を多面的・多角的な視点から評価す
ることを通して，我が国の言語文化について
自分の考えを広げたり深めたりする。

『源氏物語』
車争ひ，心づくしの
秋，母子の別離

第３章　長編の魅力
長編物語の展開と人物
の状況や思いを理解す
る

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査
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11 『紫式部日記』
和泉式部と清少納言

期末考査
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【二学期】
・古典に用いられている
語句の意味や用法を理
解し，古典を読むため
に必要な語句の量を増
すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにす
る。
・古典の作品や文章に
表れている，言葉の響
きやリズム，修辞などの
表現の特色について理
解を深める。
・古典などを読むことを
通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文
化と中国など外国の文
化との関係について理
解を深める。
・古典を読むために必
要な文語のきまりや訓
読のきまりについて理
解を深める。
・作品の成立した背景
や他の作品などとの関
係を踏まえながら古典
などを読み，その内容
の解釈を深め，作品の
価値について考察す
る。
・古典の作品や文章な
どに表れているものの
見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自
然などに対する自分の
考えを広げたり深めたり
する。

中間考査

・自身の考える和泉式部と清少納言との比
較を基に，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを
広げたり深めたりする。

・近体詩を通して，古典の作品や文章に表れ
ている，言葉の響きやリズム，修辞などの表
現の特色について理解を深める。

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深める。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きや
リズム，修辞などの表現の特色について理解を深
める。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深める。
・文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確
に捉える。

「現代の国語」から発展した「論理国語」では，主に評論文を中心に扱います。その中で，資料や本文とは異なる資料を読み比べることを通して，実
用的な文章への対策を講じていきます。「論理国語」では，「現代の国語」で身に付けた知識・技能，思考・判断・表現の力により磨きをかけることを
目標としていますが，その根源にあるのは「現代の国語」で養われた能力であることを忘れないでください。大学入試において，共通テストでは出題
範囲とはなっていません。さらに，私立大学の入試においても出題範囲となっていない学校が多数です。それでも，その根源である現代の国語で身
に付けた能力をさらにブラッシュアップする科目であると考えると，受験の面で考えても非常に重要な科目であることは一目瞭然です。また，実用的
な文章に慣れるためには，日頃から新聞や新書，研究論文などに目を通し，どのようなことがどのような表や図で述べられているのかを学んでおくこ
とが有効です。実用的な文章は共通テストでは20点分の配点しかありません。しかし，その20点が合否を分けると言っても過言ではないほど，実用
的な文章の出来が結果を左右していると言われています。受験のためだけでなく，教養を身に付けたり，教養を身に付けるための本を読めるように
なったりするためにも，「論理国語」に真摯に向き合い，主体性を持って授業に臨むようにしてください。

知識・技能

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語
文化に対する理解を深めることができる。
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増すこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めることができる。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深
めることができる。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化との
関係について理解を深めることができる。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めることができる。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を
深めることができる。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにする読
書の意義と効用について理解を深めることができる。

思考・判断・表現

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のもの
の見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができる。
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えることができる。
・文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えることができる。
・必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や展開，表
現の特色について評価することができる。
・作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を
深め，作品の価値について考察することができる。
・古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりする
ことができる。
・古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然など
に対する自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
・関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に，自分のものの見方，感じ方，
考え方を深めることができる。
・古典の作品や文章を多面的・多角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化につい
て自分の考えを広げたり深めたりすることができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。
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3

1
【三学期】
・古典の作品や文章の種類
とその特徴について理解を
深める。
・古典の作品や文章に表れ
ている，言葉の響きやリズ
ム，修辞などの表現の特色
について理解を深める。
・古典を読むために必要な
文語のきまりや訓読のきまり
について理解を深める。
・文章の種類を踏まえて，構
成や展開などを的確に捉え
る。

演習問題

授業内考査

授業内考査

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。


